


1.活性汚泥処理法の前処理装置としての使用
油分の除去率は40%～70%、 SSの除去率も600/0程度の除去
が可能で、しかも無薬注なので活性汚泥に全く悪影響が旅 、処理
水のDOが非常に高いので活性汚泥の運転が非常に楽になります。

2.沈殿槽の能力補強としての使用
通常の装置ではできなかつた曝気槽の排水を直接浮上分離で
きます。MLSS濃度4000～5000の排水であれば、処理水
SS濃度50mg/L以下に分離することが可能。分離さねた汚
泥は無薬注なので返送汚泥として曝気槽へ返送できます。

3.応用的な使用
高効率な浮上能力を利用し、原水と曝気槽水を混合し浮上分
離することにより常識では考えられなかつたBODの低減 (30
～50%)も排水の性状により可能となります。

4.薬品の使用
コンパクトに配置されたユニット型の凝集反応装置を取り付け
ることにより、油分。SSを 90%以上分離・脱リン装置としても
使用可能です。
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●タンクは①浮上筒と②分離槽の二つに分類さねたシンプル構造。

●原水は③反応チュープに供給さね、そこで④カロ圧水と混合され

①浮上筒へ送られ、上昇流になり②分離槽の広い水面積と層
状に油分とSS成分は浮上しスキマーにより掻きとられ排出さ
ねます。

●処理水はタンク中央部の⑤処理水流出管より流出します。

●分離された∩―Hex,SSは分離槽上部に層状に広がり発生した
加圧水により分離槽上部に保持されフロススキマーにより掻
きとらね系外に流出します。

③反応チユープ

⑤処理水流出管
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″ B C DI m3/min

AS― l 900 1000 1600 1400 0.017 1.0

AS-3 1500 1600 2200 2000 0050 3.0

AS-6 1800 1900 2500 2300 0100 60

IAS-8 2000 2100 3000 2500 0.133 8.0

AS-110 2200 2300 3200 2700 0167 10.0

AS-13 2400 2500 3500 2900 0.217 13.0

AS-20 2500 2600 3600 3000 0333 20.0

AS-30 2800 2900 4000 3300 0500 300

●

ご紹介に際しては下記事項をお知らせください。

●排水の種類・性状 ●排水水質   ●処理水利用の有無  ●設置場所 地下・地上/屋内.屋外)
●処理水量     ●処理水水質  ●電源・空気源の有無 ●その他こ希望条件
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